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「ふくしまの今を語る人」県外派遣事業の
ご案内

はじめに

平素は、格別のご厚情を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、この度弊社福島支店では、福島県事業「ふくしまの今を語る人」派遣事業の運営を

担当させていただくこととなりました。

ご存じの通り、福島県は2011年東日本大震災において未曽有の大地震と原発事故という2重

の災害に見舞われました。今、福島はそこで暮らす人々の努力と官民一体となった復興施策

により、次世代につなぐ、「様々な新しい試み」が行われております。

こうした「ふくしまの今」を目の当たりに体験し、「福島の現状や課題、そして目指すべき

未来を語る人」を迎えた研修は、企業活動における課題を共有し挑戦する社員・スタッフの

皆様にとって貴重な体験となり、「資質・能力」を育てる一環として、大変有効なプログラ

ムになると考えております。

是非、貴社にお役立てできる１つのプログラムとしてのご採用をご検討いただけますよう、

お願い申し上げます。

株式会社JTB福島支店
支店長 濵田 正隆

担当 田所 勇希
弓削田 美砂
柄澤 七瑠湖
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事業概要

「ふくしまの今を語る人」県外派遣事業
講演開催期間/令和４年６月下旬から令和５年２月下旬 まで

①事業名

②事業概要
全国各地で開催される各地域の企業研修等の機会を活用し、福島県の農林水産業関係者等が自

ら講師「ふくしまの今を語る人」となって出向き、放射性物質低減の取組や検査の状況、生産者
の思い等を説明・紹介する事業。

③事業の趣旨
県外の消費者が、食と放射能に関して、不正確な情報や思い込みに惑わされることなく、自ら

の判断で食品の選択ができるよう、県内の農林水産業関係者等の取組を広く紹介するとともに、
生産者等との理解交流を図り風評払拭に資する取組みを実施。

県では次代を背負う「若い世代」をはじめとする社会的活動層へ「ふくしまの今」を知っていた
だくことに力点をいれており、企業研修としての受入を求めています。

④事業費用
講師料・交通費・宿泊費・食事費等一切は県事業で負担します。
※会場・PA、プロジェクター等講演に必要な備品は受け入れ先企業でご用意をお願いいた

します。
⑤留意点

◆事業の趣旨を踏まえたお申込でお願いします。

◆消費者庁との共催事業ですので、消費者庁職員から、食品中の放射性物質に係る基準値

などの説明もできますので、ご相談ください。

◆概ね30名以上のご参加人員でお受けしております。

◆参加者から参加費等の料金を徴収しておりません。

◆オンラインを利用した開催も対応しております。（Ｚｏｏｍ）

◆講演会は、アーカイブ用として録画をさせて頂いておりますので予めご了承ください。

何かございましたら、派遣申込時にお申出ください。

◆ご参加人数の確定は、3週間前までとなります。

⑥県産品の試食
福島県産品の安全安心・美味しさを体感していただくため、参加者の皆様に「福島県産品
のおみやげ」をご用意します。
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「ふくしまの今」から観えること・学べること
～講演を通じて、人財育成・企業風土改革へ～

福
島
で
感
じ
る
希
望
。

そ
れ
は
明
日
の
学
び
の

原
動
力
。

令和２年度の緊急時環境放射線モニタリング検査結果

福島県は世界で類を見ない複合災害(地震・
津波・原発事故) を経験した唯一の場所。今、
ふくしまでは、単なる「復興」の枠を超えて、安
心安全の取組はもちろんのこと、
未来に向けての様々なチャレンジが力強く鼓
動しています。
「ふくしまの今」と触れることは、限りない「ひと
の挑戦」を知り「 「新しい時代に必要となる資
質・能力」を育みます。
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SDGsをはじめとする様々な研修等テーマに応じて派遣講師をご提案いたします。
また、派遣講師のご指名もスケジュール調整の上ご相談できます。

例
え
ば
、

福
島
か
ら
、
「
未
来
」
を
観
る
。

未
曽
有
の
大
災
害
か
ら
立
ち
上
が
り
、

「
未
来
」
を
目
指
す

「
福
島
の
今
」
は
、

持
続
可
能
な
社
会
実
現
へ
の

様
々
な
課
題
や

視
点
を
提
起
し
ま
す
。

SDGs17の目標に対応する講演テーマ例

農業に関心を持つ若い世代を増やし、技術や経験
を伝えていくこと、経済的な安定と働きがいを与える
ような産業として成長させる

世界一厳しい食品の検査基準を通して、安心安
全な農林水産物を消費者に届ける

市場に出回らない規格外の商品でも加工食品とし
て活用し食品ロスを減らす。

「ふくしまの今」から観えること・学べること
～講演を通じて、人財育成・企業風土改革へ～
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お申込みから開催までの流れ
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お申込                                 令和 4 年度 

 1.申込書をＥ-mail または FAX にて事務局（株式会社 JTB 福島支店福島サテライト）へ送付して下さい。 

   (株)ＪＴＢ福島支店福島サテライト fukushimanow@jtb.com 

    TEL024-503-0915 FAX:024-522-2980 （担当：田所、弓削田、柄澤） 

    講演会実施期間は、6 月下旬～2 月下旬までとなります。（予定回数に達した場合、期間内であっても 

    受付を終了することがございます。延期等の可能性も考え、早い時期の開催申込をおすすめ致します） 

    ★講師をリストの中から選んで頂き、希望講師を第３希望まで記載ください。または「一任」「農業分野で 

     一任」等でご記入ください。「一任」の場合も、講演会でお話いただきたい内容やご要望を具体的に 

ポイントをしぼってご記入ください。 

    ★講師・講演会内容の調整のため、簡単なヒアリングや事前打合せをさせていただく場合がございます。  

参考に一部講師の講演は、Youtube 動画でご覧いただけます。 

<参考> FUKUSHIMANOW 

https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/movie-now/list476-1429.html 

 

  2.運営事務局より申込み受付のご連絡をメールにていたします。 

★併せて派遣先住所、資料類・試食品の送付先など確認させていただきます。 

  3.運営事務局にて各種調整の上、講師派遣決定通知をメールにてご連絡いたします。 

調整にお時間をいただいておりますので予めご了承ください。 

★お申込状況や講師のスケジュール等によりご希望に沿えない場合がございます。 

４.県産品お土産品の決定（開催日の８週間前から 3 週間前） 

    ★新型コロナウイルスの感染防止のため当日の試食は行わず、お持ち帰り可能な品を予め送付いたします。 

   ５.運営事務局より県産品お土産品および配布資料、投影資料を送付（開催 5 日前～前日）  

    

当日（所要時間 目安：45 分～100 分） 【実開催およびオンライン開催】 

1. 講師及び事務局スタッフが会場到着後に担当者様と簡単な最終打合わせをします。 

   2. 開始  ※司会進行は、依頼者様にてお願いします。 

   （1）開会挨拶（１分～５分）（依頼者） 

   （2）「ふくしまの今を語る人」事業説明（5 分～15 分）（運営事務局） 

   （3）講演（30 分～４５分）ふくしまの今を語る人 【講師】 

   （4）質疑応答（５分～10 分）、アンケート記入 

   （5）閉会              

★お土産は、講演時にお渡しさせて頂きます。 

    ★上記の流れは一例ですので、各講演会で異なります。 

 

終了 

1.簡単なアンケート記入が必須となっておりますので、ご協力ください。 

★アンケートは forms（Web アンケート）または、紙で実施いたします。 

★紙アンケートの場合は講演当日に回収し、運営事務局担当者が持ち帰ります。 

    ★お土産送付によって出たゴミ、資料を送付した段ボール等の処分のご協力をお願いします。   

◆依頼者側でご準備いただくもの◆ 

・PC、HDMI 

・スクリーン、プロジェクター 

・クリッカー（あれば） 

・マイク、演台など 



「ふくしまの今を語る人」県外派遣事業の
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お申込み用紙
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「ひとつ、ひとつ、実現するふくしま。「ふくしまの今を語る人」派遣申込書

【申込先】株式会社ＪＴＢ福島支店福島サテライト 〒960-8043福島市中町1-19中町ビル４階

＜ＦＡＸ＞024-522-2980＜ＴＥＬ＞024-503-0915＜メールアドレス＞fukushimanow@jtb.com

■申込日 年 月 日（派遣時期は令和4年6月下旬～令和4年12月23日まで）

派遣希望日時

第１希望 年 月 日（ 曜日） ： ～ ：

第2希望 年 月 日（ 曜日） ： ～ ：

第3希望 年 月 日（ 曜日） ： ～ ：

イベント等の名称
又はテーマ

「 」
記入例：ふくしまの食と安全の取組みを知る学習会

派遣先名
例）市民会館２階
市民ホール

派遣先会場：
住所：〒 -
ＴＥＬ：

開催方法
※〇印をつける

オンライン開催 ・ 実開催

※オンライン開催の場合は、配信システムはＺｏｏｍです。

参加予定者数 講演参加見込 名 ※講演3週間前にはご人数確定が必要

派遣希望講演者名
※第３希望まで

（講演リストを参照に番号と氏名をご記入ください。
決めかねる場合等は「一任」に○印を）

① ② ③
一任（希望○印：農業［米・野菜・果物］・水産・畜産・酪農・林業）

講演内容についてのご要望

※具体的に分かりやすくご記入ください。なお、その講師のテーマや専門外の内容に
関しては,ご希望に添えませんので予めご了承くださいませ。

試食提供の可否
※○印をつける

可（お土産形式のみ）※派遣事業にパッケージ化されている為、お土産付となります

否（否の理由： ）

申込団体名

申
込
者
・
連
絡
先

ふりがな

担当者氏名・部署

電話番号＆ＦＡＸ番号 ＴＥＬ： ＦＡＸ：

メールアドレス

資料・お土産品等の
送付先

〒 -

1 講演希望日時や講演会等の名称が「未定」であっても派遣申込する用意があればお申込ください。

2 講演者の手配、調整、補助、資料作成に関する費用は福島県（受託事業者）が負担いたします。

3 派遣申込書が届き次第、受託事業者よりメールまたは電話にてご連絡差し上げます。

4 県の広報等への使用目的で写真及びビデオ撮影や、新聞社の取材が入る場合があります。

◆事業実施者：福島県消費生活課

◆共 催：消費者庁
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講師リスト
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「ふくしまの今を語る人」県外派遣事業の
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事務局 株式会社JTB福島支店 福島サテライト

担当者 田所 勇希・弓削田 美砂・柄澤 七瑠湖

住所 〒960-8043 福島県福島市中町1-19 中町ﾋﾞﾙ4階

連絡先
TEL:024-503-0915
FAX:024-522-2980
e-mail:fukushimanow@jtb.com
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福島県内生産者が現状の取り組みについて講演を通じて
ありのままの福島をお伝えすることが弊社の使命です。

「ふくしまの今」にご興味があるご担当者さま
「ふくしま」を応援してくださる企業さまは
お気軽に運営事務局までお問い合わせください。

mailto:fukushimanow@jtb.com



